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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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   Ｈ０４Ｗ   28/06     １１０　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月27日(2019.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　セクタスイーププロシージャ中の送信のためのフレームを生成するように構成された処
理システム、各フレームは、前記装置の送信機アドレスまたは前記生成されたフレームの
意図された受信側の受信機アドレスのうちの少なくとも１つに基づいて決定され、前記送
信機アドレスまたは前記受信機アドレスよりも少ないビットを有する、１つまたは複数の
アドレスフィールドを含み、各フレームは、セクタスイープフィードバックフィールドを
欠く、と、
　前記セクタスイーププロシージャ中の送信のための前記フレームを出力するように構成
されたインターフェースと
　を備える、装置。
【請求項２】
　各フレームは、セクタＩＤ値とセクタスイープカウントダウン値の両方を示すセクタス
イープフィールドをも含む、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記セクタＩＤ値とセクタスイープカウントダウン値とは、同じである、
　請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　各フレームは、セクタＩＤのためのカウントダウン値を示すための第１の数の１つまた
は複数のビットと、アンテナ構成のためのカウントダウンを示すための第２の数の１つま
たは複数のビットとを有するセクタスイープフィールドをも含む、　請求項１に記載の装
置。
【請求項５】
　前記セクタスイーププロシージャ中に前記フレームを送信するように構成された送信機
をさらに備え、前記装置は、ワイヤレスノードとして構成される、
　請求項１に記載の装置。
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【請求項６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　セクタスイーププロシージャ中の送信のためのフレームを生成するように構成された処
理システム、各フレームは、前記装置の送信機アドレスまたは前記生成されたフレームの
意図された受信側の受信機アドレスのうちの少なくとも１つに基づいて決定され、前記送
信機アドレスまたは前記受信機アドレスよりも少ないビットを有し、各フレームは、４バ
イトよりも短い長さを備えるフレーム検査シーケンス（ＦＣＳ）をも含む、と、
　前記セクタスイーププロシージャ中の送信のための前記フレームを出力するように構成
されたインターフェースと
　を備える、装置。
【請求項７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　セクタスイーププロシージャ中の送信のためのフレームを生成するように構成された処
理システム、各フレームは、前記装置の送信機アドレスまたは前記生成されたフレームの
意図された受信側の受信機アドレスのうちの少なくとも１つに基づいて決定され、前記送
信機アドレスまたは前記受信機アドレスよりも少ないビットを有し、前記処理システムは
、前記送信機アドレスまたは前記受信機アドレスのうちの少なくとも１つに適用されるハ
ッシュ関数に基づいて、前記１つまたは複数のアドレスフィールドを決定するように構成
される、と、
　前記セクタスイーププロシージャ中の送信のための前記フレームを出力するように構成
されたインターフェースと
　を備える、装置。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　セクタスイーププロシージャ中の送信のためのフレームを生成するように構成された処
理システム、各フレームは、前記装置の送信機アドレスまたは前記生成されたフレームの
意図された受信側の受信機アドレスのうちの少なくとも１つに基づいて決定され、前記送
信機アドレスまたは前記受信機アドレスよりも少ないビットを有し、前記処理システムは
、送信より前に前記フレームをスクランブルするために使用されるべき１つまたは複数の
スクランブラシードに少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数のアドレスフィ
ールドを生成するように構成される、と、
　前記セクタスイーププロシージャ中の送信のための前記フレームを出力するように構成
されたインターフェースと
　を備える、装置。
【請求項９】
　前記フレームのうちの少なくとも１つ中の前記１つまたは複数のアドレスフィールドは
、
　スクランブラシードに依存しない第１のアドレス値と、
　前記第１のアドレス値とスクランブラシードとに基づいて生成された第２のアドレス値
と
　を備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　セクタスイーププロシージャ中の送信のためのフレームを生成するように構成された処
理システム、各フレームは、前記装置の送信機アドレスまたは前記生成されたフレームの
意図された受信側の受信機アドレスのうちの少なくとも１つに基づいて決定され、前記送
信機アドレスまたは前記受信機アドレスよりも少ないビットを有し、前記処理システムは
、前記フレームのヘッダ部分の検査値に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複
数のアドレスフィールドを生成するように構成される、と、
　前記セクタスイーププロシージャ中の送信のための前記フレームを出力するように構成
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されたインターフェースと
　を備える、装置。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　セクタスイーププロシージャ中の送信のためのフレームを生成するように構成された処
理システム、各フレームは、前記装置の送信機アドレスまたは前記生成されたフレームの
意図された受信側の受信機アドレスのうちの少なくとも１つに基づいて決定され、前記送
信機アドレスまたは前記受信機アドレスよりも少ないビットを有し、前記フレームの各々
は、前記１つまたは複数のアドレスフィールドが、前記送信機アドレスまたは前記受信機
アドレスよりも少ないビットを有することを示す値をもつフレームフォーマットタイプを
有するフィールドを備える、と、
　前記セクタスイーププロシージャ中の送信のための前記フレームを出力するように構成
されたインターフェースと
　を備える、装置。
【請求項１２】
　セクタスイーププロシージャ中のフレームを取得するように構成されたインターフェー
ス、各フレームは、前記フレームの送信機の送信機アドレスまたは前記フレームの意図さ
れた受信側の受信機アドレスよりも少ないビットを有する１つまたは複数のアドレスフィ
ールドを含む、と、
　前記１つまたは複数のアドレスフィールドと追加情報とに基づいて、前記送信機アドレ
スまたは前記受信機アドレスのうちの少なくとも１つを決定することと、前記決定に基づ
いて前記フレームの残りの部分を処理することとを行うように構成された処理システムと
　を備える、
　装置。
【請求項１３】
　前記追加情報は、前記装置に記憶された１つまたは複数のアドレスを備え、
　前記１つまたは複数のアドレスフィールドの値は、前記記憶されたアドレスのうちの１
つを示す、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記処理システムは、
　前記フレームのうちの１つの前記１つまたは複数のアドレスフィールドに基づいて決定
された受信機アドレスが、前記装置のアドレスに一致しない場合、または
　前記フレームのうちの１つの前記１つまたは複数のアドレスフィールドに基づいて決定
された送信機アドレスが、所望の送信機のアドレスに一致しない場合
のうちの少なくとも１つである場合に、そのフレームを破棄するように構成された、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　各フレームはまた、セクタスイープフィールドを含み、
　前記処理システムは、前記セクタスイープフィールドに基づいて、セクタＩＤ値とセク
タスイープカウントダウン値の両方を決定することと、前記セクタＩＤ値と前記セクタス
イープカウントダウン値とに基づいて、前記セクタスイーププロシージャのステータスを
更新することとを行うように構成された、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記セクタＩＤ値とセクタスイープカウントダウン値とは、同じである、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　各フレームはまた、４バイトよりも短い長さを備えるフレーム検査シーケンス（ＦＣＳ
）を含み、
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　前記処理システムは、各フレームについて、前記フレームに基づいてＦＣＳを生成する
ことと、前記生成されたＦＣＳが前記フレーム中に含まれる前記ＦＣＳに一致しない場合
に、前記フレームを破棄することとを行うように構成された、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　前記処理システムは、前記送信機アドレスまたは前記受信機アドレスのうちの少なくと
も１つにハッシュ関数を適用することと、前記適用から取得された結果を前記１つまたは
複数のアドレスと比較することとを行うように構成され、
　前記決定は、前記比較に基づく、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１９】
　前記フレームの各々は、フレームフォーマットタイプを有するフィールドを備え、
　前記処理システムは、前記フレームフォーマットタイプの値に基づいて、前記１つまた
は複数のアドレスフィールドが、前記送信機アドレスまたは前記受信機アドレスのうちの
少なくとも１つよりも少ないビットを有することを識別することと、前記識別に基づいて
前記１つまたは複数のアドレスフィールドを処理することとを行うように構成された、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項２０】
　前記処理システムは、前記識別に基づいて、前記取得されたフレームのうちの１つまた
は複数のセクタスイープフィールドまたは前記取得されたフレームのうちの１つまたは複
数のフレーム検査シーケンス（ＦＣＳ）フィールドのうちの少なくとも１つを処理するよ
うにさらに構成された、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記決定は、１つまたは複数のスクランブラシードにさらに基づく、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項２２】
　前記フレームのうちの少なくとも１つ中の前記１つまたは複数のアドレスフィールドは
、スクランブラシードに依存しない第１のアドレス値と、前記第１のアドレス値とスクラ
ンブラシードとに基づいて生成された第２のアドレス値とを備え、
　前記処理システムは、前記第２の値に基づいて前記スクランブラシードを決定するよう
に構成され、前記１つまたは複数のスクランブラシードは、前記決定されたスクランブラ
シードを備える、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記セクタスイーププロシージャ中に前記フレームを受信するように構成された受信機
をさらに備え、前記装置は、ワイヤレスノードとして構成される、
　請求項１２に記載の装置。
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